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わ
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ど.E

iw

颍

:
や
：ぅ
に
.;.
»〕
#:
少
-&.
れ
¥
近.
い
狀
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の
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き
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だ
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暉
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叙
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績
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規
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於
い
ズ
'
職
¥
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爭
奪
を
禁
止
し
ノ
ま.
た
職
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ー
自
由
兑
る
經
營
間
移
動
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し

て

も

，
前
馓
电
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；
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營
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塌
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叢
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約
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績
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績
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れ
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；や
ぅ
な
發
展
は
單
に
綿
絲
紡
績
エ
業
に
就
い
て
'の
み
經
驗.
せ
ら
れ
た.
と.
こ
ろ
で
あ.
る
の.
で
は
な
く
、
同
時
に
他 

種
エ.
業
(0
'_
發

展
:'
^
亦
そ
<7
>
間
に
相
當
■
罾でありこれ及明治十九年の

®
m_

理
完
了
後
に
於
け
る
わ
がM
工
場
工
業
P
稍
ネ 

.
急
速
な
フ
讀
は
た
そ
れ
以
前
の
準
備
期
に
比
較
し
そ
1
0:
の
：劃
期
的
な
發
展
釔
意
味
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
述
べ
る 

と
と
は
姑
ら
く
こ
れ
を
省
略
し
て
置
く

——

就
中r  
;生
絲
反
び
織
物.
エ
業
の
發
展
も
目
立
つ
て
届
り
»
.
從
つ
て
全
體
と
し
て
の
勞
働
カ 

n
§

要
、
わ
け
，て
も
纖
維
エ
業
部
門
の
發
展
に
夜
つ
て
、

.
そ
こ
に
於
げ
る
主
要
勞
働
カ
で
あ
る
女
子
の
エ
場
へ
の
吸
引
が
著
じ
ぐ

、
' こ
 ̂

が.
や
：が
て
間
'̂
な
く
、
、紡
績
工
場
に
於
け
る
職
工

*
集
に
‘'#
少.
の
；變
化
■を
生
f
し
め
：る
に
至
つ
た
の
も
、
ま
た
至
極
當
然
で
'あ
つ
た
と 

い
ペ
る
で
あ
ら
ぅ
。
伹
し
こ
.
の
や
ぅ
な
勞
働
カ
歸
要
の
.
稍
> ;
急
速
な
增
加
：が>
 
當
時
直
ち
に
勞
働
カ
の
_
需
給
關
係
を
遍
迫
，化
し
た
の
で 

は
な
く
、
全
體
と-1.
て
淑
寧
ろ
そ
れ
は
舊
武
士
階
層
の
窮
乏
化
と
農
家
經
濟
の
多
少
0
變
化
と
に
依
っ
て
.
、
..幸
び
に
し
て
勞
働
力
の
給

:

源
に
は
相
當I.

ま
れ
て
ゐ
I

一C
。
：
紡
績
|

ー
に
於.
け
る
¥

1

1

1
■
そ

装 

'

-

し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で'あ
ら
うo
--
'

;

-
-  

.
凡
そ
朋
治+
年
代
の
ゎ
：が
國
紡
歡3 :.
業
ば
、.
若
^
の
稍
>
進
步
的.
な

エ

場

一̂
例
へ
$
 

米.

'

,

:-,
:

.
だ
：1.
股.
に
營
業
：の.
充
分
め
：蕋
礎
：を
確
立
し
て
：ゐ
な
か
つ
.
た
や
ぅ
で
：あ
る
。
.
就
中
.そ
の
技
術
的
な.操
作
‘に.
於
いy

、

從

づ

.て
ま
た
職
工
の

, 

• 

L . 

, 

.. 

.

.

.
作
業
に
關
し
，
.
て
、
- '
な.
ほ
多
分
：に
來
成
熟
な
_
も
の
：が
耗
つ̂

こ
と
は
事
實
で'.
あ
つ
て
.、
.

こ
れ
が
，多
ぐ
の
土
場
の
場
合
.
に
.そ

の

營

業

確

立

上

•-
S

■■.

.

*.
*', 

• 

.■.- 

I 
、、
'
'
こ
 

( 

V 

. •
/

.
の.
最
大
の
惱.
み
セ
あ.
つ
た
中
ぅ
に
思
は
れ
る
O.
Vと
の
點
に
就
い
て
、
例
べ
'ば
、
明
治
十
八
年
六
月
中
旬
東
京
に
於
い
て
行
は
れ
た
，「

綿 

■
-
T

絲
集
談
秦」

の
記
錄
^
^
る
と
パ
山
梨
縣
布
川
紡
績
所
の
代_

者
は
次
ぎ
(7
)'
如
，く

述

ぺ

て

令

|

 

.

、「

市
川
紡
紹
所
ノ
創
樂
以

.#

令n
r
fi

ル
迄.
凡
1ー
週
平
問
ノ
營
業
ハ
.
悉
背
困
雛
：ト
不.愉
膽
卜.
ヲ:

以
テ.
充
齓.
セ
ラ
レ'
1.0
ト
シ.
テ
愉
快
安
樂
ナ
ル.
:

 

.
日
ヲ
迎..へ.x

ル
事
'ナ
ヵ
リ
キ‘何
プ
以
テ
之
ヲ'云.
フ'日
'ク
典
，困
.
雞
ノ^
項
固
ョ
リ
多
々-I.

シ
テ
牧
擧
：
_
|ー
遑
プ'.ラ
ス
，ト
雖
徹
中
其
最
著
大
ナ
ル
考
ヲ
擧
'
 

i 

.  

'::
'
'

—

，ク
レ
- '
凡
，ソ
ゴ..ド
爲
‘ス_
亊)

.
霞
<.
シ
即
チ3,

器
械
連'用
上
ノ
囪_

赞
ー
：
_

品
販
賣
上
ノ
困_

楚
_ナ 

.

.

.

.

.

.

*

'
'
:

ノ
我
邦
~

起
リ
シ
ャ
ロ
你
淺
4
:.

隨
-

ァ
丼
述
用
上̂
.

就
；キ.
利
赉
得
夹
ヲ
；：討
究
ろ
ル

.

/—

由
ナ
ク
殊
-(

市
川.
纺
銳
所
ノ
如
キ
ハ.
顧

業

他

力

-一
二
苹
固
ョ
リ

.

'■
'•

办
驗
上.
自.
然
發
明.
ス
：
.

ル
ノ
喂
ナ
ク
加
之_

エ>..

不
熟
棘
ナ
'

ル
殆.
ト

觉

敕

ー

蘇

' .

• 
- 

.

•

■.

•
 

、

/.- 

- 
- 

. 

• 
. 

,  

•

同
業
考
か_
1_
1ー
或>>
粮
巧
：̂
極
1ム
ル
务
ァ^
ト
離
她
迦
，ノ
遠
隔
常
ニ
爾
修
ス

..ル
パ
便
ヲ-
欠
ク.
之
、ヲ
以
テ
ホ
知.不
識
滞
械
ヲ'棋
傷
ス
ル
事
舉
ヶ
テ
欺
，

'

• 
, 

フx

力
，..K

斯
ル
有
樑
ナ
：ル'ヵ
敕-
自
然
糖'
^
：ル
製^
ヲ
做.
ル：̂
 

(

圈
點

.

む
：ろ
ん
こ_
の
？や
ぅ
な
狀
態
が
當
時̂
總.
て
の_
紡
績
エ.
場
に
就
い.
て
見
'ら
れ
た
め
で
な
；い
こ'と
は
，い
ふ
ま_
で
も
な
卜
が
、
な
ぼ
そ
の
多 

:

く
の
場
合
に^v

經
營
の
韦
腦
者
側.
に
充
分
の
.技
術
的
知
識
と
技
術
的
指
導
、の
能
力

I

が
な

く

、
.
ま
た
職

H

中
'に

充

分

な

抜

靡

と

經

驗

キ

'

へ
明
治
1
1

十
斯
代
に
.於
け
&-

ゎ.
が
紡
輯
業
勞
働.
者
冷
.移
動
現
象
^
.

就
'

い.
て

「  

'

.

■

五

七
. 

..

ハ
六I

.

九>
.



,

明
治
二
十
年
代
に
於
け
る
わ
が
紡
績
業
雷
者
の
移
S '
瑰
象
に
就
い
て
•.

■

 ̂

 ̂;■ 

B

§

 

.

..

.を
有
す
る
も.
の
が
少
な
べ、
■
 

?

幾
分「

兒
：戯V

類

ス

態

の

も

，

Q

ヤ
あ
つ
た
こ
：と
は
當
然
で
あ
るo 

^
如
^
こ
め
^
^
な»
態
が
、；へ1

)

ニ
ギ_

代
忙
人
つ
て
か
ら,̂
叙
鎮
エ
業
0
發
展
の
過
程
に'於
い
^

ふ
の
で
は
な
い
：こ
；と
は
む
ろ

.
ん
：で
あ
る°
例
べ
域
ノ
僵
後
間
も
な
：い
明
治”ー.十
三
年
：の$-.
昼

豪

の

：狀
態
妨
次
ぎ
の
如
く
で
あ
つ
た^ '- 

.:-

傅
べ
：ら

れ

尤

命

る

？
卽

^•「

當

時
の

職

エ

慕

凍

難
^
會_
9
'

嚴

も

頭

赞
'種
に
^:

ン
見
込
食
き̂
ょ
り
各
地
^
に
入
を
派
じ
寡
集
す
凑
も
宵
ぼ
高
數̂
充
す
能
ば
^
り

象

。
；
六
^

頃
に
一
至
り

 
'一
般
不
況
の
影
^
こょ
り

稍
滿 

員
た
ち
ん
ど
:1
>
た
る
^
夫
等
は
^
く
新
規
の
者
(0
'み
'に
て
葉
に
就
く
も
直
ぢ
に
：
用
を
爲
.
さ.
ず
折
^
募
集
し
得.
た
る
も
こ
て
を
訓.
凍
養. 

;成
す
る
，に.
時
日
を
喪
し
隨.
つ
て
：製_

の.
エ
衝
意
の.
如
く
な
ら
ず
り
し
：な
り
.
o .換

.#
す
れ
ば
機
械.
の
働
き
と
入
の
働
き
と
が
相
一
致
せ
ざ
。 

り
し.
爲
^'.
所
谓
に
麓
，す
を
；菝

纈

'を
得
ず
0 :
費
亦
頗
る
嵩
み.
た.
れ
ぶ
も
；職
エ
の
：未

敷

ゅ

緣

^
 

か
ら
ず
、
こ
れ
を
養
成
す
る 

外
な
费
を
以
つ
さ
意
專
心
槃
勵
决̂
亂
け
啤
め
^
熱
 ̂

い.
ふ
と
‘匕
ろ.
に..依
れ
ば
、
當
時_
 

紡

？
職
5
^
餘

人

、
：し
.
加.
も
名
の.
內
大
紡
办
务
來-
職
^

'¥
;

八
名
丨
こ.
の
へ5 :.
^

:職
3 :
十
數
名
も
居
つ̂
:

\
此
等
ぬ.
職.
エ
沐
の.
經
驗
者
で_

は
皆
新
募
集
ゐ
素<
の
；み
で
'あ
つ'恕
か
ら

、

自
W
X

場
の
運
轉
大
に
後1
义
：
 

\
た
成
縝
の
茜
だ
木
良
な
り
^
は
當
着
で
あ
づ
為
し
遍
叫
各
か
鐘
跋
の
例
は
他
の
棘
說
エ
場
ゎ 

こ
と
で
あ
る
が
ン̂

そ
と
^
や
ぅ
龙
狀
部
の
下
セ
ゝ
當
命
の
新
良
エ
場̂
と
づ
て
は
、
.
何
處
，に
於
：い
て
も
と
と
職
工
に
關
す
る
限
り
、 

.
何
ょ
り
も
;3
要
な̂

と
ば
熟
練
エ
、
，或
は
經
驗
エ
：を
取
來
；る
だ
け
多
く
、
錄
得
す
各
と
と
に
あ
つ
た
と
い
つ
て
ぐ
ゝ
で
あ
ら
ぅ
.。
そ

.
し 

て
と
れ
が
贩
エ.

奪
に
關
し
て
先
、づ
指
摘
さ' ^

ね
ば
-^
ら
^
い'こ.
と
：で
：あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ0̂̂̂̂

し
か
し
，新^
エ
場
が
必
要
，と̂

る
襄
驗
エ
；や
熟
練
本
の

「

獲
得
$

も
な
く
、
そ
れ
は
紙
に
制
度
的
に
は
展
く
か
.
ら
合
理
：的
に.
解

決
.̂
れ
て
な
た
箸
だ
と
も
い
へ‘--
6
0
削
ち
、
/明
治
わ
年
代
の
政
宵
の
斯
業

.)

•
獎
勵
時
代
に
於.
WV
は
素
ょ
り
^ .
あ
っ.
た
が
、：'
な
ぼ
^
治

一

?

新

設

玉

場

は

そ

の

開

業

に

先

マ

 

.
き
立
っ
て
、

き̂
.
.

£.
ば
官
督H

場
に
於
い
て〔

郎•九〕

、

後
に
’は
.他

.<
7
):.
同
業
民
間
エ
，場
に

.
於
い
て
、
そ
の.
必
要
と
す
る
熟
練
工
や
經
驗X- 

.

を
豫
め
養
成1>..て'貰_
ふ
こ
；と
；が
出
贬
だ
。
そ
し
て
紐
聯
の
規
約
泛
見
れ
ば
メ
へ
そ
の

&
初
浪
嫌
ブ
同
業
者
の
相
亙
利
益
の
た
め
に
、
'
こ
の 

こ
と
が
'明
確
に.
與
定
さ
れV

も.
ゐ.
た
し
、.'ま.
た
事
實
"'
と
れ
が
行
は
れ
た
こ
と
は
い
.
ふ
ま
で
も
な
い。
' 更
，ら
に
單
に
と
の
職
工
の
養
成 

だ
け
で.
は
な
く
、..本
來
、ベ
職H  .

の
‘爭
奪
防
Jb
を
目
的
と
し'て.
成
立
し.
た
後
の「

中
央
綿
絲
紡
績
同
業
會

」

.
の
規
^

, 

'パ他
ノ
會
員
土
職M  
ノ
業
琢
傅
習K

依
賴
ス
ルyn

.-:

ト
ヲ
傳J

と
い
'ふ.
以.
外
：に
、.
な.
,
新

規

營

業

者

：
一
一

'.
シ
テ
本
會
ー
一
加
盟
シ
タ
'ル
モ
ノ
ハ 

■..
他

ノ

，
會

高

中
'ョ
わ
熟
練
ナ
ル
職
エ
，

.
ノ
雇
替
へ.
タ
；受
ク
ル.
コ
ト
ヲ
得
。
、本# .

ハ
適
贫
他
ノ
，會
員
ヲ
シ
，テ
職

.
エ
ノ
雇
_
替
匕
.ヲ

ナ

サシ
ム」

と 

'  
.
尨
規.
定
し
て
ゐ
：る

C

註
0

.;
0-.
從
0 ;.
て..エ.
場
間
に
寒
に# :
っ
で
、‘皦
'エ
^
爭
攀
が.
行
は
れ
る
.こ

:

.
に
行
比
れ
\'-
ば
”
當
然
避
け
ら
れ
得
だ
普
で’が
各
と
も.
考
へ.
ら
れ
：る0
し.
か
し
事
實
は
さ'ぅ
で
は
な
く
、
先
き
に.も
ぶ
た
や
ぅ
に
、
年 

'
を
經
る
と
共
ー
に
寧
ろ
公
然
露
骨
に
_

エ
の
我
奪
楚
行
ば'れ.
た.
？
然
ら
ば
こ
れ
ぽ
何
故
セ
あ
.
づ
た
ら
ぅ
か
。.

.

.

.ニ
ン,

.

V
,

絹
川
氏
は
初
期.
、
'即
ち.
、
明
浩H

十
年
代
の._

め_

於.
け
る
職
玉
爭
藥
に
關
し
て
、: '
^
 ̂

「

政
府
の
獎 

、：

働
時
作
成
於
て
年
々
取
常
；の
ネ«

を
勝
:«
し
た
納
績
業
'#
'
は.
、：

.次
： .

の
：勃
興
時
代
£
鐵
っ
て
あ
ち
ゆ
る
節
約
を
極
度
^
^
行
ム
た
。
例
ベ 

. .
ば
火
災
保i

の
如
き
節_

す
可
か
：ら
ざ
る
も
办
吏
で
：も
省
ぎ
、
ン
職
エ.
裹
顧
賢
及
び
'養
成
費
を
惜
み
：：て
©
畫
公
然
と
職
エ
敬
奪
戰
さ
へ
.も 

■:
行
0..
た」

と
0:
:霞

に

新

設

3 :.
場.
の_

べ
は
そ
0
創
動
^

.
ご.
十.n

j
v

四
年.
の
不
況
：が6.

に
麥
少
办
關
聯
を
持<>
て
4_

ゐ.
た
の
は
夯
ろ
ぶ
で
あ.
る
が
\

1

從
っ
て
經
營
費
用
の
節
約
の
た
め
に、

.

.

.

.
:
'
職
：

H

の

養

故

費

寒

ん
^ '
こ
'
肩
、
.；確
か
に
十
同
深
刻
炎
問
題
で
も
あ
っ
た
。
.か
く 

'  

セ..紙
設
^
場
が
辦
歡
3 :
場

：
の
：
た

め
^
そ

(0
依
«^
に
應
^
^
酿

'0
1
養
成
を
银
ふ
て
ど
は
，
觸̂
度
と
し
て
：の.
現
實
■_

#
を
充
分
に
狄
へ
ら.

パ

:

入.
肌
治..
ー1
十
牟
低
柃
於
ザ
る货

紡

辕

蒙

篇

の.
菌

現

舉

に

就

：り

て
:

.

0
.̂.

 ̂

S

,
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'
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;
明
治
ニ
十
每
代
：に
於
け
る
ゎ
：が
紡
辕
業
勞
働
者

3

勸
現
：象̂
就
い
て「

.
：
'
卜
^̂̂̂̂
^
 

,

允.
〇

：
';(

六
5.
1>

れ.
る
?:
と
な
く
、
漸
く
衰
退
の
途
を
迪
ら
ざ
る
を
得
な
か
：っ

.一た
o
:

ま

た
他
工
場
か
ら
の
經
驗

H

 
Q
M
替
へ
の
如
き
も

、

假
令
そ
れ
が
行. 

は
れ
た
忙
^
て
仏
、；
ヒ
れ
に
依.宅
新
設
エ
場
が
充
分
め̂

の
：魏
轮
職
エ.
ど
得
る
こ'と._
が出來だ̂は考へられ特にエ場の

ノ
規
模
ぼ
旣
に#
く
犬
規
糢
化
し
て
行
っ
た
こi:
か

ら

權

測

ず

れ

ば

と

、の
點
ば
先
き
：に
：示
し

.
た
エ
場
數
及
び
勞
働
者
數
_
め
：統
計
か
ら

.

.
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.. 

'
 -. 

»• ■. 
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• 

容
易
に
知
り
得
る
で
あ
ら
：ぅ>-
^
こ.
れ.
は
寧
ろ
當
然
セ
あ
っ
：た
と
も
，い
べ
，

.
る
：で.
あ
ら
5
0〈

，較
的
'.に.
&
く
に.
存
す
る
場
合^
は
，
職
エ
爭
奪(0
:

&
を
押
'へ
：
ー

る

譯

に

は

行

か

^
が
っ
た
で
あ
ら-
ぅ
と_
考
へ
ら
れ
る
。.'
か
く
て
.比
較
的 

多
く
の

X

場
が
集̂

し
た
大
阪
地
方
で
は
，
各'エ
場
間
に
絕.
ぇ
ず
職
エ..
の‘带
奪
が
行
は.
れ
.たP

.

し

か

も

ま

た

職

工

'
の

_

奪
は
必
ず
し
も 

近
接
の
エ
場
間
に
の
み
行
は
れ
た
の
で
，は
：な
い
> 
先
ぎ
^S

示
し
：&

紡
"の
大
&
職
エ
'の
|̂

拔
を
の.
如
き
、.
正
P
こ
れ
で
あ
る
。

* 

，
職
工
<D
は
先
づ
港
の
如:<
理
解
さ
れ
る
。.
そ
し
て
と
れ
を
初W
の
名
の.
と.
し.
て

觀

れ

ぼ':
>

こ
 
'
セ
^
奪
の
對
象
と
さ
：れ
■

.た
職
エ 

は 
>
經
驗.
エ
乃.
至
'は
熟
練
エ
.
で
あ
っ
，'て
、
從
づ
：て
ま
た
そ
れ
が
先
づ
女H
t?
.あ
るi

b

K t

男
工
で
あ.
っ..
た
と
考
へ.
ら
れ
る
と
と
が
；
注 

闺
さ
る
べ
き.
と
と
で
あ
る'で..
あ
ら
ぅ
？
，し
か
じ
.職
工
の
淨
奪ば」

單
に
i
 .
の
：範
圍
に.
の
；'み
は..
业
ら.
な
か.
つ
た.
？

そ
れ
は
，や
が
セ
經
驗
女
工 

を

も

含

め

、
•
更
ら.
にI

舣
の
：職

工

の̂
奪.

で

及

ぼ

さ

れ

る

る

パ

然&
ば
そ
れ
は.
如
何
に.
し

：

て
セ
、

.

:

'H

場

の

規

模

が

大

く

な

り

、

.
ま

た

工

場

：の

集

中

す

る

忆

連

れ

v

,>H

場

附

近

か

ら

の
.
み

必

要
^
要

員

を

募

集

し

得
.
る
こ

と
、か

、
.
益
ご 

因

難

：と

：な

る

の
.
a
當

然

の

こ

と

で

あ

つ

て

、

こ

i
，に

紡

績

エ

場
.
の
地.
方

遠

隔

の'地
へ

の

.樂

囊

の

手

が

延

び

始

め
る
。
そ
し
て
と
の 

こ

と

は

明

治

；

.
一

十

年

代

以

後

の
.
統

績.
エ

業

の

發

展.に
於

い

て

、
，初
.
め

て

必

然

化

さ

れ

た

事

實

で

あ

る

0
旣

に

こ

の

，
や

ぅ

に

し

て

、
.
地

方

. 

, 

r 

• 

•- 

.  

< 

-

に
職
工
を
求
め.
ね
ば
な
ら
ぬ
：上.す
れ
ば
、
第
.，一
.
に
：職
工_

奪
‘が
：同
樣
に
ま
た
相
當
離
れ
た
地
域
.
の
，間
で
行
は
れ
る
に
至
る
の
，も
、
.

§ 

當
然.
0
と
と
で
ム
る
ハ
職
ェ
爭
奪
防
也
を
主
眼
^
し
，て
V.
大
-̂

地
別
の
紡
績
九
社.
に
依
つ
.
て
明
治
二

 
■十
五

年

七

月

、に

.
形
成
さ
れ
キ「

攝 

‘衆
i

業
同
盟
會
1—
亦.
、.
ゃ
が
セ
間
:̂

な
く
そ.-
の.
同
盟.
區
域
を
擴
大
し
、
.
廣
島
愛
緩
岡
山
以
東
、
愛
绅
三
重
以
西
の
各
府
縣
.に
が
る
同
業

'者

を

一：圈
と
し.
て'、
こ
、
に
：

r

中
央
綿
絲
紐
績
業
同
盟
會

」

を
設
立
1>
.た
の
も
、：

明.
か
に
こ
0
間
の.
事
情
を
物
語
る
も
の.
で
'あ
る
と
い
へ

,

.

-

•

.

 

- - 

'
 

• 
• 
■
 
• 
■
 

• 

.

-. 

.

.
 

- 

-

i

う

。

職H

め

奮

は

か

くI

初
5

遷

し
.
空

場

.の

:

行
は
れ.
る
や
う
：に
な
る
。
し
か
も
こ'V
に
第r.l.

に
注
目.
す
ベ
き
事
實
は
遠
隔
の.地.
か.
ら.
の
：職.
エ

镲

集

に

，
就

い

て.
：は
相
當
の
募
集
費
を
；必

-

こ.-

-
■

 

. 

.

.

.

.

.

■

.
 

.

 

/ 

.

.

 

• 

- 

.

 

.

.
要
と
す
る
こ
：と
で.あ
る
0''ぞ.
し
：て‘.先
き..
に.
は
職
11
:
の.
養
成
费
が.
節
約
さ
れ
'ょ
う
と
し
た
の
と
同
稼
に
、4
度
は
職
エ
募
集
費
が
、
新
設 

X
場
た
る
と
旣
設X
場.
た
る
，と.
を
間
呔
ず
,'
ま
た
節
約
さ
れ
ょ
う.と
ナ
る
こ
と.
民
當
然
あ
り
得
た
こ
と
ヾ
で
あ
.
る
9
か
ぐ
で
.歡
エ
募
集
費 

の
節
約
が
問
題
と.
な
れ
出.
す
と
、.'
 
職
エ
(0
:
淨
奪.
に
於
い
，
.
て
は
、
も
は.
や
必
ず
し
も
熟
綵
エ
や
經
驗0:
:
の.
如
き
腕
き
\.
の
職
工
！

男
工
、

.

■
:
-

ハ-'.- 

■

-

——

■
 
; 
- 

• 

■
 
■
 

V.- 

- 

ノ 

-

-■
ノ，

.
 

- 

.
 

. 

. 

.

L

.
■

次
v>「

で
女
エ
|

の

み

が

，對

象

で

は

な

く

、

'.
.
,
廣

く
 
i

m
の
：職

工

に:̂
#
奪

の

手

が延
ば

さ.
れ
る
に
.至

るこ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
得
る 

.
こ
と
'で
あ.
る.
し
、.
觅
ら
に_

種
の
逋
由
か
ら
す
る
職.14.
募
集
難.
は
こ
：れ
に
拍
車
を
加^

‘ 

h
 

以
上.
の
如
く
、'.
明
治n

汁
年
代
に
‘入
つ
て
か
^
の
、..
わ..
が
紡
績
エ
場
に
於
け
る
親
エ
领̂
の
現
象
は
、
ニ
方
で
は
熟
練
工
や
經
驗
エ
. 

.
か
ら
1
般
職
モ
に
ま'で
衷
ぶ
傾
：阢
を.
承
し
、
^
方
で
ば
新
設.
エ
場
^
^
設
'エ
場
か
ら
職
エ
：を
爭
奪
す
る
こ

)

と
に
始
ま
つ
で、' 
や
が
.て
は 

そ
：
の
漸
設
.
允
る
と
^
設
耙
る.
と.
を
間
：は
ず
、; '.1,

般
に
各
工
場
間
に.
そ
れ
が
普.
及
'しV

行
ぎ
、.
ま
たf

域
的.
■に
^
近
傍
CD
.工
場
間
で
の
現 

象
で
あ
つ
た
も
、の
が
、

'.
間
も
散
く
相
當
遠._
の)

地
も
1:-
づ
：て >

 

そ
れ
が
展
開
さ
れ
る
に
至
ク
た
こ
M

理
解
さ
れ.

f

し
か
も
こ.
の
と 

.
と
が
务
經
營0
負
撳
と.
炫
る
職
エ.
養
成
費
^
議

費

め
'節
約

に

、

主

，
と

^
て
起
因
す
る
も
の
：で̂

つ
た
こ
左
は.
い
ふ
^
で 

更 

ら
に
ま
た
絹
川
氏
の
指
捕
さ
れ
る
セ
う
に#:
さ

、

「
「

熟
練
工
の
：獲
得
は
他:#
社
の.
操
業
上
：の
；長
所
を
併
せ
獲
得
す
る
の
妙
策
で
も
あ
つ

.
だj.

こ
と
は
、_
米
尤
當
時
(7
)
紐
績
3:
塲
、が
經
營
者
以
下.
の.
も
'の
に.
充
，分
の
技
衝
的
素
養
ぞ
持
づ
も‘の
於
少
な
く
、
從
つ
て
そ
の
謂
ふ
熟
練

■
 
- 

.  

'  

- 

- 

\ 

*  
'
 

、•• 

-- 

-

H

が
'r  :而
で
は
今
日
の
抜
術
者
で..
^
#
つ
た
'̂

考
べ
：ら
办
る

こ

と

が

ら

す

れ

.巧

.

こ
と
ば
重
大
な
問
題
：で
'

#

ジ
た
1

に.
違

认

务

い

。

凡
：そ

職

H

邻
奪
わ
現
實
、
そ
れ
め
直
接
の
動
機
と
廪
因
と
は
洧
の
如
く
で
あ
る
。
と
こ 

:

.

.

明
'

治
ニ
十
年
#

办
於
6
.

る
；わ
が.
紡
績
樂
簽
働
考
の
移
動
猓
象
, ^

就

い

で
•:
•
. 

+
'•
•

:

.

+

.

:

六

一

人
,

(

六
5
1ー

〕

：



'

明
敗
ニ
十
苹
代
に
^;

け
る
祕
が
，紛

綃

業

勞

働

者

の

名

動

现

象

に

就

い

て

.

-

'

-

15
r
 .

 

:

,:
C

2

:

I

S
 

ろ
T
こ
れ「

に.
，對_
し

ズ

、

わ
れ
：わ
れ
は
セ
、

に
な

^ '
1.
つ
，の
基
木'的.
な
理
解.
を
附
^.,
加.
へ：
.
て
置
か
ね
：
.
ば

な

ら

な

い
.0
■

湖

子

に

規

實

的

と.
U

て
ば
、.

職

H

.

の
：畫

»

ル.

そ
右
：

..

の
滅
く.

理
ぎ

'

さ.

^

:_

の_
_

を

举

_

し

め

知

の
^ :
就
い
^ :
ぬ
、

龙̂
別.
CD..
事
情
於
指
摘.
さ
■れ
ね
は
^

:

そ
こ
セ
必_

要
と
あ
れ
务
あ
的
の'

霸

者

、
ぬ

中
> -
:
;

應
榦
务
働
，カ
と̂

と
^
ろ
で
、' 

匕
：れ
等
の.
勞
働
カ
は
、い̂

ま
で
も
な
く
何
處
か
に
，
於
い
：

>
，
豫

，
め

養

成

.

れ̂.
て
居
ら4
ば

な

ら
,̂
、

そ
の
_

成

に

就

い
て
は 

_

れ

相

き'0
0
養
成

施

戴

と
_.
ま

を

：
定
_
0_

墙

間

ど

を

必

婆̂
す_
_
_
し.
か

も
^
れ

を
^̂ 

、
ば

、
ニ
 H

業

'.の
發
展
が
急
激 

ゼ
あ
れ.
ゆ
あ
る
だ
げ
：、
..S#

(
の#
3:.
鮝
成
補
設
で
は
、
金
體
と
じ
.
て ̂

の
翻
給
が
間
に
合
は
な
く
な
る
傾㈤
が
、 

*■
れ
ぜ
^
ょ
L
强
く
な
石
傾
き
が
あ.
る.
の
：は
里
極
戴
綠
の

.W
.

と
せ.
あ
^
で
あ^
う
。

そ.
し
て
■そ
の
、結

果

は

、

.
飯
存
：.の
工
場
に
於
け
る
熟 

練
^
の
他
：エ
場
べ
'0 ;
再
配
置.
が
必.
然

的_
の
も
め
と
し
尤
現
は
れ
ざ̂
セ
得
荩
い
。
ご
の
意
味
ぬ
於
い
て
、

M

治
一
：ー
十
苹
代
に
於
け
る
わ 

，が
^
!

^
工
場
間
の
，職
工^ :
奪
現
象
；
の
發
坐
と
發
膨
：ど

.
：̂
は
、.-
知

が

.
國

經

濟
の
當
時.
の
：全
.體
的
な
叛
底
の

.

上
で
，、|

つ
の.
必
然
怊
が
認
め‘
 

ら
权
る
霧.
1
&

'0
^

1.
セ
ざ
ヴ
熟_

卫
ボ
經
驗.
3 :.
の
条
奪
ば̂
^

略
と
を
直
壞
の
動#
^J

し
て
，
凡.
そ

明

餘

一

二
;±
:

奄

の頃」

に
至
名

1

は
、
確
か
：に
：必
然
的
な
も
.
の
と.
し
て
#
し
た
で.
あ
ら
う
と
推
.測 

，'
ざ
れ
る
？
こQ

や
う
^
私.
の
：推
測
は
：*
.
前

節

中

^ .
示
んV
置
5
'̂
紛
績
エ
場
數
銃
計(

に.
於
い
て
、..明
治
三
十
ニ
年
ぜ
場
數
八.三
？

一
 
. 

顏
臂
卨
に
達
レ
て̂

る
.と
と
に
恶
づ
く
も
の
♦
あ
％
の
は
む
ろ
ん
で
あ
^
。.
果
し.
て
と
の
や
う.
に
考
へ
る
と
と
が
出
來
る
と
.
す
れ
ば
" 

.
:明
治_
ニ
十
¥
代
の
初
め
以
來.
の
熟
，練
エ.
や
經
驗
-0
:.
を
中
心
と
す.
る
職
：エ
00
举
奪
は.
、
凡
そ
明
治
三
十.#.
代
の
湖
め
1に
於
い.
て
、
必
然
的 

.
な
轉
機
を.
そ
れ
自
體
の
挺‘に
含
ん
で
ゐ
た
と.
考
へ-
ら
れ
る
。
そ
し.
て
こ
れ
が
何
で
ぁ
っ-
た
か
に
就.
い
て
は
、
別
に
後
の
機
會
に
於
い
て
、 

す
び
汉

| )
:

擧
げ
る
こ

と
と

じ
ょ
う
。
唯
だ
こ.
、
，で
ば
本
節
の

.

.}_._
の
：'し^

く

、
り
と
し
て
.、

•
 '

右
の
や
う.

な
理
解
に
關
聯
し
て
、
次
名
の

I

と
と
だ
.

け
^

1

ぺ

て

镫

か

.权

ば

な

ら

な

い

タ

. '_

.

.y  
.

.

:

■■
'

'

 
•

:

•
 

'
 

, 

•
 
<
 

. 

.

\ 

•
 

•
 

•

.

卽
ち
' ,
:̂
か

紡

績

業

者

：
が

湖

聯

，
の

結

成

',以
來

，
：
相

，
互

' Q

利
益.
の
た
め
に.
、.
'ニ
方
で
は
鞔
エ
の.
架
奪
防
止.
を
申
し
合
せ
、
他
方
で
は
職 

.

.丄
の
€
成
を
方
き.
受
け
ま
た
職
エ
を
一
時
的.に
麗

し
's
 jj.  

y

或
は
雇
^
へ■を
す.-
る
■こ
と.
さ
へ
も
、
こ
れ
を*約
し
，た
の
で
あ
る 

が
、
し
か
し
明
治1:|十
年._
に
入
つ
^
か
ら
の
；急
激

な

ゎ

が

紡

«
,

の
：發.蒙

パ
^
 

し
が
も
そ
れ
は
必
然
的
セ
多
つ
た
と
い
へ
る
デ
業
者
間
に
於
け
ネ
職
エ
以
^
成
や

:

自
覺
祀
風
い
て
の
業
者9:
意
解
の
：表

明

谬

つ

；た
こ
：と
ー
尊
ろ
ん
セ
あ
る
が
、
マ
し
か
し
佩
別
企
霞
：立
場
か
ら
杖
勿
論
こ

V
に
限
度
が 

あ
る
。
，
ぞ
し
て
：紡
績
業
の
：：急

激

な

發

展

：は

こ

(0
:限
度
內
に
於
け
る
職
エ
，の
養
成
と
隔
通
だ
げ
^

依
つ
ゼ
は
支
べ
ら
れ
ず
、
從
つ
.
て
全
體. 

:

と
し
#
は
職
工
義
練
度
ノ
或
は
經
驗
度
.
を
，

|

睡

め
土
行
つ
た
.

'>

^

^

こ
と〕

が
出̂

^

る.
^

あ
ら
5 ..

0.
'
'
'
: 

V 

~ 
. 

' 

■
 

V 

' 

. 

,
.
r 

■

.

;:(

註
0 ,
-:

綿
絲_

結
：職
エ.事
馓
'

へ1

ハ
八
鼠
以.
後
:.
:

參
考
...

：'..
■

: ,.

'

ノ

：
：
ぃ

-
.

-

'

.

.

な
ほ
と..
の；.
や
ぅ
に
、..
..

職
ネ
の
I

を

爾

し

た
5

 

ま
た.

ぐ 

'

職
：エ
證
に
關
I

取

締

黎

に

贺
T

は
'

何
廣
に
■

允
4

じC；

他
ェ
格
の
職
工
S

惑
や
，8

は
禁
止
さ.
れ.
て
t

o

 

M

.

の
點
に
就
.
： 

■-
:

■■.

ふ

で

は
’

次
ダ
の&

ー
を
參
考
だ
ぜ
ら
私
た
ー
い

-
:0
'

.-
'
、
 

：

、.
:'
'
'
.

八，
'

^
.

£

務
#

0:

務
周
編，' 

エ

場

资

職

壬1_
關
.

ス
：
'

ル.
膙
耔

縣

令/:. 
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y
.

場.
が
少
數.
で
^'
あ
b
x
た
其
少
敏H

奪
が
塋
國.
に

撒

祈

せ

ら

れ

：：
て
：
あ

.
タ
.乾
か
ら
ブ

て
、_

嫌
が«

屯
の
が
也(6
み
あ
つ
て
紡
鎮
の.
方
：にS

絕
對
な
か
つ
だ'"
:

乂.
た
腐
人'
の#

旨.
於.
授
« ;

に«
^

た
か
ら
傭
被
傭1
の
：間
柄.
は. 

_

恰
も
：君
闰
ゆ
如<'-

ハ
猶
エ.
ぼ
解
雇
さ
る
、
を«

て
术
名*

と
1
|.
_

た
<0
^

あ
るo 

'

■

名.
に
就
興
時
代
と.'な
り
各
社
が
續W

創
立
せ.
ら
る
：.

'に
及
ひ
、
漸
や®
H

筚
奪(

の
# ：
■
生
：じ
紙
辕
工
場
の
集
中
せ
る
近
t

方
の
，如
^
同
跟
# ,
を
開
ぎ
で
萆
に
傷
：べ
：た
も
.

の.
で
ぉ
る
0

'■
■

:

併̂

¥

効
攝
が
'1
:

か
つ
た
®

特
に
熟
練
埤
の
举
奪
が
憝|

——

こ
れ
は
ー
寧6 :

莕
成
寶
ゼ
い
：
.

ぶ
：べ.
ぎ
セ
あ
ぢ.
ぅ
0.

:
1
1

者——

.と
同
時 

ハ
杧̂
^

兔
奪
却
1>

得
る
^ :

妙
味
あ
る
爲
め
；
>

»

の
郇
奪
に
限
り
益K

甚
1>

逄
紀
浬
し
た0:

.

太

阪

糧

方

疗

女

串

の

；
如

：
き

：
數
通
へ
の
：
通

帳

：を

听
 

着
じ
セ«

日
氣.
の
®

い
:̂
'

^

場
'

べ‘
皦
>

と
し
丈
出
勤
し
た
も
以
贫
取^

)

環

|1

嬌
絶
代
に)

比
1>
*

^

■
 
-
 
-
 

■
 •
 •
1. 

n 

•
 
'
 

. 

5
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、
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■.

叨
治
ー11十
年
卷
於
け_
る
わ
：が
轿
績-
業
勞
働
者
：の
移
動

.
現

銕

に

：
就

：
い

て

::
;.

:

.

へ：
い

六_

<
:

<
六..三
0〕

-
、
：

:
非
常
に
.強

く

摩

0
:

た
，
そ
れ
が
：爲
め
女
工
の
給
料
も
漸
次
昇
進
し
た
こ
と
は
社
#
的
に
看.
て
夫k

結
構
で
^ ;
る

：
が

'

#

し

他

去

に

於

て
 

:
は
女
系
の
節
制
が
贩
緩
し
.
父
恭
の.
心.
配
：を

增
加
し
た
弊

_
_
ぁ

療

ど(

註
1
。
と
<7
)

明
治
コ
士
年
め
填
を
'轉
機
と
し
て.
そ
の_
前
後
£.
著
知
い.
確
違
：(0
ぁ
2>
^
ど
>
職

ら
れ
ー
て
：ゐ
る
，こ
：と
、
匕
の
 
一
0
0:
點
が
§

的
な
も
の
ゼ
し
で
撕
摘
さ
れ
て
ゐ
る0そ
1>
:;
:
て
? :

'

'

れ
を
勞
働
栘
動
現
象
に
移
し̂
見
れ
ば
、 

、
何

人

も

亦

絹

川

氏

の

こ

00
指
摘
'5
:
1,
.

部
分
愚
認.
せ.
ざ
る
を
得
が
い.
。''
:
:'-..
$

:
ぐ
わ
れ
私
れ
：の
；

「

般
的.
取
推
測
か
ら
す
れ
ば
で
確
如
に
職
尤
の
.
#*
奪.
が
：
一
威 

條

件

：を
逍
ク
セ
(■
>:
職.H
が
移
動
し
始
ぁ.
る
と
^
は
當
淡
■

へ
纟

_
し.
か
し
後
：£
ば
職
±_

ら
め
：意

圖

に

於

.
い.
て
：
フ

行

：
は

秒

る

に

至

；
る
：

£.
ど_
ば

寧.
ろ.
當

银

の
.
傾

向

访

ぁ

る

と
'̂

0:
て

^

、

、

そ

し

て

こ

の

傾
 

.
向
は1

方
で.
は..
エ
場
か
地
域
嫌
集
中
ぢ
依
り
、«-
方
で
は.
エ
場
:»
抵
の
;^
の
P
は.
な

く

、
相
當
冒
隔
の
、地
か
ら
職
工
が
募
集
さ
.れ
て
來 

丨
る
場
合'に.
於
い.
て.
、
：ぞ
れ
は
益
，卞
助
長
せ
し'め
ら
れ
ザ
行
ぐ.
で
：
ぁ

ぢ

ぅ

，
？

從

^

^
は
未
庹
汰
し
た
も
め
电
な
か
づ
た
と̂
て
も
ソ
そ
れ
が-
^
に
職
^
の
浮
動
性 

...
さ.
れ
；得.
教
い.
こ
と
セ
^
ら
$0
7
と
<0
'
意
味
ダ
於
：い
％

は
、
命

治

-
^

■
ザ

て

年__

ー

に

加

速

货

盼

に

增

大

：
し

V

行

つ^:
で
^
ら

ぅ

ど

考
.
：
へ&
れ

る
-̂
じ.
：
か

し

来̂
こ.
れ.
だ
^:
で

は

、
.
例

：
へ

ば

'
、
，
右

に

承

し

た
 

鐘

紡_
の
初
期.の
狀
態
：の
如
き
：

.
は
少
し
兔
明
か.
に
さ
れ_
た
?1
と.
に
は
な
ち.
な
^
0
丨

■......  ̂

.

;

■絹
爪
氏
は
明
魯
ニ
七
年
前
疗
紡
歉
尤
場
に
就
い
て
、
'そ
と.
'に
：は
蒙
族.
至
義
把
美
風
被.
ぁ
り
、
®
#
と
勞
榻
か
と」

の
間
の
關
係
は
宛
か 

'.も
君
踣
の
如
き;:
1>
の
が
ぁ
ク
た
と
繰
が
返
し
述
ぺ
_
て
ゐ
、る
。
私1
亦.
こ
：れ
食
金
然
否
定
し
;±
;-
ぅ
と
：は
思
は
な.
ぃ

..
°
し
か
1;
と
の
^
う
な
ノ 

..事
態
が
氏
の
：主
張
_
さ.
れ
る
程
に
：

一 ;

般
的
で
あ
つ
た
と
ホ
れ
ば、
"̂ :
:

，
情
が

極

く

短

期

間

の

»
に
全
ぐ
十
變
し
て
了
；つ
た̂,
と
を
前
提
a：
し
，な
け
れ
ば.
、
到
底
：理

解

し

得

な

い

令

の

と

な

る

。

そ
.こ
で
こ
れ
を 

..
矛
盾
な
く
理
解
す
る
た
め.に
は
、.
わ
れ
わ
れ
は
旣
，に
當
時
：の
、
更
ら
<
は
ま
た
明
浒
：

1'1

十
年
前
に
於
い
て
も
亦
、
：
職
工
中
の
多
く
の
.も 

，
の
：
、

間

、
に

、

.
鲁

本

圭

義

的

：產
業
發
展
：：の

.
初

期

にI

そ
の
な
社
會
鞲
禪
の
；瀹
速
：為
變
化
：に
促
進
さ
れ
、

.
シ
れ
を
反
映
す
る
も
の 

と_
し
て
：
ー
ぃ
部
分
必
然
的

1
ド

寧

ろ..
ー
般
的
に
見
ら
れ
る
，勞
働

カ

.
の
，浮
動
性
と
い
ふ

.
ば
な
ら
ぬ
：で
あ
ら
う
。
ぺ
そ̂
て
史
た
事
實
こ
の
：點
は
？
亂
に
序
く
明
治
十
年
代
に
於
い
て
、
屢
.々

指
摘
さ
れ
ハ
且
っ
問
題
に
も
さ
れ
て 

.
ゐ
灰
と
こ
カ
で
あ
る
。
例̂
ば
、」

先
き
め_
拙

稿

：に
於
い
セ
：私
の
栺
摘

'し
セ
置
い
汔
や
ラ
に.、
わ
が
農
商
務
資
が
明
治
十
五
年
以
來
、
勞
. 

_
役
法
、'肺
徒
製
約
法
等
の.
取
締
規
定
の
制
定
を
竄
圖
し
た
.
の
も
ク
芷
に
と
れ
が
_
た-
め
免
あ
り
6
3
、v

ま
た「

興
業
意
見」

中
職H

條
例
1
 

.
及
び
徒
1

例
め
發
布.
の
：：必
要
が
說
か
れ
て
ゐ
：名

‘€
も

、
：主
ど
：し
ズ
：：こ
れ

.
が
た
め
で.
あ
^(

联
^
。.
な
贤
明
治
十
八
年
忙
行
は
れ
た

「

絲
集
談
會J

に
於
い
て
、.
農
商.
務
省
0,.
荒

川

ぬ

が

，
次

ぎ

：
の

.
奴
<
述
べ.
て
ゐ
る
.̂

と
も
注
目
さ
れ
て.
い

i

こ
と
で.
：あ
ら
う(

能
六)

。
即
ち
、 

，

「

本
邦
ノ
如
キ
，
.
ハ.
國
勢
民
情
ノ
然'ラ
シ
ム
'ル
 
'ー
ー
由
ル
：>.-:.
ハ
言
ヒ.
ナ
カ
ー
ク.
入
；ヰ
一
べ
ニ
心
ダ
其
職

1

尊
一
一' 
ス
ル.
コ
ト
能
ハ
：ス
朝
一

1

此
ヲ
棄
ト 

シ
ク
：n
# .
ll:移
々
|
業
未
タ
熟
セ.
サ
：ル-
早
巴
- ,
他
業.
キ
傾
意
へ
ス̂
と
。

明

治

H

十

年

前

：，
，の
：
わ

：
が
：

H
-
1

場
の.
多
く
の
.も
の
に
於
い
て 

は
、
臧H

「

雇
入
の
'主
旨
が.
授

產

：
に
：
邀

い

fe
J:'も
の

.
：
で

あ

っ

た

.̂
と
社
事
實
で
あれ

：：

そ
こ
：で
は
舊
士
族
の
：子
女̂
可
成
り
多
く
、
絹
川 

氏.
の
^
は
れ.
各
や
う
な
狀
態̂

1:

部
に
存
し
た
こ
と.
は
否
定
し
得
な̂

と
：し
て
も
、
：
わ
れ
わ
れ
於
こ
れ
と
同
時
に
他
方
に
於
い
て
は
、 

旣
に
そ
と
^
窮
民
：の
未
成
熟
な
性
格
：の
勞
働
カ
が
.
ま
た
多
少
4
も
介
在
し
た
：で
あ
ら
う
ビ
と
を
否
定
し
得
#
^
。
唯
だ
氏「

の
い
は
れ
る 

:.
ゃ
，
；
う

「

に

，
：.■■小

規

歡

の
X
場
が
し
か
も
小
數̂

g)
'
っ'.
--
t
:、，ヾA
方
に
^ ;
:
散
^ '
て
ゐ
'た
狀
權«■
•.
:.
確_
か..
に
# :
働
移
動
現
象
を
餘
り
問
題
た
ら
し 

'め_
な
か
っ
た
大
餐
な
理
由

_
で

あ
0
た

。
パ

為̂

乙
め_
抄

抓

勞

働

カ

：
の
'著
^
い
禮
動
锥
^

，紡
の
^ .

う
：な
最
初.

か

ら

先

规

衡

：
の

カ

«

に
於
い
て
、''
1 >

か

も

證

的
..

に
啟
金

<

未
成
通
セ̂

.
-
,

■-
明
治1:1-十
牢
代
に
於
，け
る
.
'わ
が
紡
輯
業.
勞
働
者-
の#
動
瑰
象'に
就
い
て.:.
;

'.- 
•

: 

'
六.
九
ソ
へ- .(

六
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.

明
治1

.1

十̂

代
に
於
け
る
わ
♦

か
紐'
辕
業
勞
働
者
，
の
：移
動
現
象
^
就
い
て'
:

'

.

-

:

V
 

' 

.

七.
〇

■-

，

(

六-
l
l
rr
l)

-

全
體
id
IE
:
に

混

憂

：る.
狀
垆
て
‘
つ
：て>.
こ.
れ
が
從
來
か
ら
勿
：熒
働
カ

_
の

舊

性

に
;«
事
^̂ 

:  

縣
'<.
ぺ
き
窩
率.
の.
：馨
現
象
が
成
宜
し
た
と
見'孓
い
1'
;
:1?
!

ぅ
:0
明
治
ニ
十
年
前
わ
締
績;1
:
場
：に
_矿

.
の
；注
自
を
惹
ス
に
：至
ら

杈

加

.
つ
龙.
の
は
：;-'
そ

れ

が

小

規

瘼

，
で

.
あ
0
て
：
且

や
 

_

は
泛
地
方
め
：鄕
：土
杜
會
：の
内
に 

:
沒.
人
じ
て
办
た
ヒ
.
と
^
依
：芬
と
：い
.
つ
そ.
^
\:
:

こ
れ
に
對:1
>
て
；紡
鑛±:
:_

の

 ̂

同
時

'
に
部
市
的
產
業
と
し
，

K

の
)if
代

的

色

敕

を■
び

出

し

た，:
0
鐘

：紡

職

H
'

の
^
動

率

の

大.で
^
つ
：
た

と

各

は

1、一 :

面
浮
動
性
の
‘大
な
名
勞
働

• 

• 

. 
. 

-
. 

. 

- 
- 

- 

• 

- 
-

.

 

.
•.
. 

• 

\

_

• 
. 
.

.

 

,
 

.

ヵ.
の
刺
期
的
性
格̂

、
他
面
3 :
場
め
|1
:
會
的
；近
代
牝
と
贮
歸
因
す
る

.
本
の
で.
あ
0:
た
：ら
ぢ̂

へ
：ぢ

れ.るo,
そ

し
^
と
ー
れ
.
と
同
じ
や'ぅ. 

:
:な
：と

と

が

夸

の

後

.
の
#
設
±
場
の..場
合
、に
も»
少.
と.
も
# :
し
た.
で.
あ
ぢ
ぅ
こ
在̂ 

:

. 

. 

.

,
.
V 

■
 

f 
.
 

-
 

-
 

■
 

' 

- 

■ 

■ 

• 

 ̂

\ 

■ 

- 

’ 

， 

. ， 

ニ

.
'
.

.

か
く
S

治11

十
S,

に

き
I

崖

聲

湯

於

け

る
f

移

層

現

象

は

、
.
.一

■

福

5

1

現
象
2

般
化
.に
促
さ.

れでは從來から

o
勞

働

カ

，
の
；

^g

性.
に
も
*
づ..い
'て
、.
全

體

と

：
:1
;'
て
：
は
_

杞
相
當
：の
程
度
：に
.
具
ん
'で
ゐ'

た
で
あ
ら
ぅ
と
^

へ 

ら
.外
る
。矣

レ

て

と

，
の
；
事

賛

が

ま

た

-

面
に.
於
い
て
は
當
時(0
&
ほ

國

家

並

，
に

.
經
營
勞
働
者
政
策
の
未
發

達
： .

の
狀
態
纥
i l
fe
す
る

$

:

で
あ
づ.
た
と
之
i
、.
是
非
指
摘
し
そ
置
か
れ
ね
ぱ
為
ら̂
點
■で
あ
ら.
'孓

'V:

,

.

パ-
^
し
不
幸.
に
し
'て
わ
れ
#
れ
■は
當
時
の
：わ

が

親

業

杧

於

け

：る
勞

働

移

動

率

0
大
小
を
明
確
迄
知
る
：̂
と
：
.
が
出
來
，̂
5
が
、
恐
ら 

く.
は
：明
治11

十
年
代
末
の
：も
の
、■と
考
ベ

，.

ら
れ
る
太̂

^
方
ぬ.
紐

縝H

場.
の
職
：

H
:

の
：勦

續

狀

鶴

に

就

.
い
そ
，
次.
ぎ0

:

や
ぅ
な
調
签
結
果
が. 

あ
I
s

七〕

？
こ
：の
#
か
ら
は
、
む.
ろ
ん
明
確
，に

移

動

率
0
大
小
は
推
洛
が
得
な5
?:
し.
か
し
大
髒
平.
均
的.
に
；
見

て

、
Z紡
顧

徵

働

者

：の
' 

四
0
匆
以
上
の
も.
の
が.
扉
入
後
六
.
ヶ
月
‘以«.
に.
エ
，
.
場
を
去
0
て
ゐ
る
こ
：と̂

>:
年
期
契
約
期
間
を
滿
足fe
p
續
す.
る
，̂Q

.

が
約〕

一
四̂

•

>
‘,
' 

. .
圓
圓
 

, .
.- 

' 

- 

.

で
，
あ
る

ご

と

と

は

、
確

か

^
移
励
率
が
：：％
ず
し

も

小

.
さ

く
^
か

つ

た

，
こ
；
と

.
を
思
は
ー
し
め
る
も
の
で̂
る
。
先.

に
.̂

引
用
し.
て

僵

い
-̂ 

や
ケ
に
S
明
治.
5
十
年
代
に
：入
づ
セ
か
ら
；の
大K
地
方
の
^
績
X
揚
の
；移
動
率
が
大
體
竽r

」

o
%.
で
あ
つ
た
と'い.
は
れ
て
ゐ.
る' の
で

應

募

者

去

：就

人

員

苜

人

：に

對

ず

る

比

例

表

'

温

.

名.

'
大
：■■
:
' 

阪
：
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